
第２回 新宿区学校選択制度検討協議会 議事 要旨 

 

◆日時 平成２８年６月２１日（火） １４時００分から１６時００分 

 

◆場所 新宿区役所本庁舎６階 第二委員会室 

 

◆出席者 

 ・会長：勝野会長、邑上副会長 

・委員：浅見委員、芦野委員、飯島委員、片山委員、佐藤委員、沢柳委員、 

千葉委員、中村委員、八田委員、東谷委員、堀江委員、山田委員 

 ・事務局：木城教育調整課長、横溝教育指導課長、柴地域家庭教育係長（教育支援

課長代理）、山本学校運営課長、関原子ども家庭課長、鈴木学校運営支

援係長、田上学校適正配置・運営支援主査、作本主事、村岡主事 

 

◆欠席者 

 ・事務局：高橋教育支援課長 

 

◆開会 

 １ 前回の会議の確認 

  ・事務局  「資料１ 第１回新宿区学校選択制度検討協議会 議事要旨」によ

り説明 

・会長  発言内容等に修正がある場合、６月２４日（金）までに、メールで事

務局あてに連絡。その後、各委員に送付のうえ、ホームページにアップ

していく。 

 

２ 議 事 

（１）協議会の今後の進め方について（案） 

・事務局 「資料２ 『学校選択制度』の今後の検討にあたっての論点等」、

「資料２－２ 協議会の今後の進め方（案）」により説明 

・委員  「資料２－２」において、アンケートの実施が、第３回以降に行うよ 

うに見えるが、スケジュールをみると、今回で確定のように思えるので

確認したい。 

・事務局  今回でアンケートの承認を得て、第４回に報告をする。第３回は、

学校選択制度や指定校変更制度の認識の共有を行う。 

 

（２）保護者及び学校等への意見聴取（アンケート）の実施について 

・事務局  「資料３ 『学校選択制度』検討にあたってのアンケート実施に際 

し、委員から寄せられた意見について」、「資料４ 『学校選択制度』

検討にあたっての保護者などへのアンケートの実施内容について(案)」

により説明 

資料３ 



・会長  第１回でも若干説明があったが、かなりタイトな日程。事務局はこの

日程で間に合うということで、大丈夫か？ 

・事務局  本日、しっかりとご承認をいただければ、という前提の上だが、間

に合うようにしたいと考えている。 

・委員  「資料４」のアンケート対象について、例えば、小学校の校長及び 

副校長は、それぞれアンケートを行うようだが、回答が重なる部分も多

いため、代表として１名の対象でもいいように思える。 

・委員  校長と副校長にするのか、校長のみとするのかについては、各小学

校・中学校・幼稚園の代表として来て頂いている委員の意見も聞いた上

で判断したらどうか。 

・委員  確かに、学校経営という点で、回答が重なる部分もあるかと思われ 

るが、個人としての意見を聞く設問もあるため、それぞれの対象でもい

いのではないかと思う。 

・委員  アンケート全体で対象者を考えるのではなく、設問内容によって、議

論すべきではないか。 

・会長  学校選択制度のメリット・デメリットを聞くという点では、それぞれ

に聞くことも良いのではないかと思う。 

・委員  各委員の皆様と意見交換ができて良かった。原案のままの対象者でよ

い。 

・委員  サンプリングで行う予定の小・中学校は、地区別で各１校なのか。ま

た、担任に行うアンケートは、全小・中学校で行うのか、サンプリング

なのか。 

・事務局  サンプリングで行う予定の学校は、地域のバランスを鑑みて、行う

予定である。 

      担任に行うアンケートは、全小・中学校を対象としている。 

・委員  未就学児の保護者に対するアンケートについて、サンプリングとあ 

るが、例えば、幼稚園・保育園・こども園の区立と私立を２園ずつ、地

域バランスを考えて実施する予定なのか、幼稚園・保育園・こども園を

１つのまとまりとして、２園ずつ行う予定なのか。 

・事務局 地域のバランスを鑑みて、全体として、２園ずつ行う予定です。 

   ・会長  各委員の皆様からの有意義な意見交換により、アンケートの実施に

おいてより深い議論ができました。アンケートの対象等については、

原案どおりの実施とさせていただきます。 

   ・事務局  「資料４－２ 保護者などへのアンケートの設問について（修正

案）」、「別紙 アンケート（案）（種類：Ａ～Ｊ）」により説明 

・委員  小学校のアンケートの実施において、「選択できない学校」とそれ以

外の学校で、アンケートを別にするべきではないか。 

・事務局  アンケートの結果において、設問によるクロス集計を行うことによ

り、選択できない学校の傾向を掴むことはできる 

   ・委員  選択できない学校とそれ以外の学校の状況が分かるようであれば、

構わない。 



・委員  アンケートの設問について、学校選択制度の利用状況を尋ねる設問

があるが、選択肢の中に、「分からない」という項目を追加したらど

うか。アンケートの設問の順番を、まずは、「学校選択制度の利用状

況」を聞き、その次に、「学校を選んだ理由」について聞くという順

番に変更したらどうか。 

   ・事務局  設問の順番については、いろいろと悩むところではあったが、ま

ずは、「学校を選んだ理由」をウエイト付けして聞くことで、しっ

かりと認識してほしいという思いがある。 

   ・会長  案としては、委員のご意見のとおり、最初に「学校選択制度の利用

状況」を聞く案もあったが、学校選択制度を利用した方は、ご自身で

よく分かっているということもあると思われる。 

・委員  設問を大きく組み換えすることは、なかなか難しい。学校選択制度の

利用状況の選択肢についても、「○○とは？」というような説明書きを

１行付け加えるなどの工夫をしたらどうか。 

・委員  説明書きを加えていただけるならば、いいと思う。 

「学校を選んだ理由」の中の選択肢の中で、「友人等から、通学区

域の学校についての良くない噂を聞いたから」「いじめなど、友人関

係に良くない状況が通学区域の学校にあると思ったから」という選択

肢があるが、その二つの選択肢の違いは何か。特に違いがないのであ

れば、学校の設備について聞く設問を追加したらどうか。 

     「参加する行事」について聞く設問の中の選択肢の順番が、学校の行

事、地域の行事、ＰＴＡの行事という順番になっているが、地域の後に

ＰＴＡが来るのは、不思議に感じた。 

・事務局  委員のご意見のように選択肢の順番を変えることは可能だが、順番

については、会長・副会長と調整の上、責任校正とさせていただけれ

ばと思いますが、いかがか。 

・委員  結構であるが、「学校を選んだ理由」の中の選択肢の中の、「友人等

から、通学区域の学校についての良くない噂を聞いたから」については、

友人等という部分を削除してほしい。 

・事務局 削除することで対応する。 

・委員  未就学児の保護者に対するアンケートのリード文について、「選択 

できない学校」についての説明を分かりやすく説明することがいいかと

思う。 

・事務局  文言を検討して、会長・副会長と調整の上修正する。 

・委員  時間的に厳しいこともあるため、細かな修正だけにしたらどうか。 

・副会長  委員の皆様の意見交換により、新しい発見もあった。アンケートの

修正については、時間がかなり厳しいこともあるが、会長と事務局で

力を合わせて、取り組むので、ご理解を頂戴したい。ところで、対象

者が約５，０００人、また日程が厳しいということだが、８月の第４

回に本当に間に合うか？ 

・事務局  先ほどの繰り返しとなるが、８月の第４回に間に合わせます。 



・副会長  事務局においては、短い時間で大量の処理になるが、新宿の子ども

たちの未来のためなので、よろしくお願いします。 

      アンケートの頭の囲みの中や、一部の質問項目にも、選択制のもと

『特色ある教育活動の推進』や『開かれた学校づくり』に取り組んで

いるとあるが、第１回の意見でも少し触れているが、以前、新宿で校

長を務めていたときにも、この『特色ある教育活動の推進』や『開か

れた学校づくり』には、各学校とも一生懸命取り組んできた。校長の

立場を離れてから、他区の学校もいろいろ見てきたが、新宿は全ての

学校でしっかり実現していると思う。学校選択制度も、この取り組み

のきっかけにはなっていたように思うので、制度の総括という意味で

は、ここでしっかり、アンケート項目に入れることは良いことだと思

う。また、私自身も最近の各校の取り組み状況は是非知りたい。 

・委員  良くできていると思う。日本語を若干修正する必要はあるが、会長・

副会長と事務局で調整の上、責任校正でお願いします。 

・委員  先ほど、副会長から『特色ある教育活動の推進』や『開かれた学校づ

くり』の設問についての感想があったが、最近の状況を一つ申し上げる

と、来年度、小中学校の全校で「地域協働学校」の取り組みをすること

になっており、学校と地域が一緒に話し合いながら、地域としても、個

性のある佇まいの学校が出来ていくことを、本当に楽しみにしている。 

     やはりアンケートの中にも、地域協働学校のことを触れており、嬉し

く思う。アンケートの全体としても、いいものが出来ているように思う。 

・委員  第１回でも話したが、子どもたちは「学校で学び、家庭で育ち、地域

で成長する」ということが大事だと考えている。また、民生委員の活動

を通しても、地域協働学校の存在は大きく、他区からは、新宿区は学校

と地域の連携がしっかり取れていると聞く。 

・委員  園の代表として、アンケートの対象を園長にも行うことにしていただ

き有難い。他の園長とも協力して、アンケートに答えていきたい。 

・会長  委員の皆様から、さまざまな立場でのご意見をいただき、良い議論が

できた。修正点をまとめ、副会長と事務局で調整の上、アンケートの配

布に向けて進めていく。 

 

（３）「学校選択制度」の利用状況の推移について 

・事務局 「資料５ 『学校選択制度』の利用状況の推移」により説明 

 

（４）その他 

次回は、７月１９日（火）１４時から入札室において開催することとし、各

委員には追って通知で連絡することとなった。次回は新宿区の学校選択の詳細

がわかるような資料や他区の事例、指定校変更制度などの資料にて、議論を深

めていくことで確認した。 

 

以上 


